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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

「宇久井の子どもは、宇久井で育てよう！ 
宇久井の子どもの安全は、宇久井で守ろう！」

和歌山県那智勝浦町

宇子支会
（宇久井地域の子どもを支援する会）による活動

宇久井小学校・宇久井中学校

　

	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 0 人	 20 人	 23 年度	 無	 無	 無	 無

　
　

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

　宇久井地域では、平成20年度より町の地域共育コミュニティ推進事業を受け、共育コミュニティづくりが進められてきた。
平成23年度より「宇子支会」を結成し、地域の様々な団体との協議・協働を重ねる中で、「運動場の芝生化」「登下校の見守り
活動」「自然体験活動」「絵本の読み聞かせ」など、継続する活動に加え、「通学合宿」という新たな活動へも取り組んでいる。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
多種多様な団体の参画
　青年会や婦人会、区長、公民館サークル、宇久井神社、スポーツ少年団、ボランティア団体と地域にある様々な団体からの参加があり、地域
にある企業や商店の方々とも密に連絡を取りながら「宇久井地域の子どもは、宇久井で育てよう」を合い言葉に協働の体制が整っている。
継続と進化
　登下校時の子供の見守りや地域文化の継承等、子供たちや地域のための活動を継続しつつ、小学校運動場の芝生化や通学合宿の開催など、常
に子供たちのことを考えて新しい事業を展開していこうとしている。
【実施にあたっての工夫】
　学校・家庭・地域の共通理解を深めるため、話合いの場を大切にし、時には宇久井地域だけではなく、教育委員会や行政と協力し、地域課題
の解決を図っている。一つの課題に対して、宇子支会を中心に地域の各種団体が一体となって取り組めることで早期の課題解決を可能にしていく。

■事業を実施して
　子供たちが、地域の人々の支援や古くから伝わる文化・産業など宇久井地域というすばらしい環境の下で現在の生活があることに気付いた。
地域の方々の声かけや関わりが増え、子供たちの中でいじめや仲間外れ等がなく、全員が仲よく学習できる環境が整ってきた。将来、またこの
地域に戻ってきたいと思う子供が増えており、地域にとっても、昔からの住民と、新興住宅地の住民とが、「子供たちのために」を合い言葉に、
互いの願いや課題を共有する中で交流が深まっている。

■その他
　１学年１クラスの１小・中学校であるが、スポーツ少年団活動が非常に熱心で、各種大会でも好成績を収めている。また、近隣地域では人口
減少が進んでいるが、宇久井地域では住民が年々増加している。
　宇久井地域は、半島を有しており、東海・東南海・南海のどの地での地震発生に関しても津波被災を免れない地域である。宇子支会の取組を
通して地域共育コミュニティが高まり広まっていくことで、地域防災・減災につながっていくと考える。
■

■ 　

学校芝生化の取組 通学合宿の様子（地元文化学習）


